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　平成24年度関東甲信越診療放射線技師学術大会を平成24年10月6日（土）～7日（日）の2日間、栃木県
宇都宮市にある栃木県総合文化センターおよび宇都宮東武ホテルグランデにて開催することとなりまし
た。

　今年のテーマとして、『日本の今、医療界の今、そして未来へ』とさせていただきました。本大会は、
深刻な経済不況と円高、医療費の削減、医療技術の急激な進展、福島第一原発による放射線被ばく、医療
の質の向上、チーム医療の推進など、診療放射線技師を取り囲む日本と医療界の現状を見つめ、将来・未
来に向けて、今必要なもの、足りないもの、そして学ぶべきものを見つけだし、「安心安全な医療」を提
供していくための「情報の共有」および「技術の共有」の場にしていきたいと思っております。
　学術大会の内容として、特別講演は、社団法人日本放射線技師会の中澤靖夫会長、教育セミナーは、①
小児関連（とちぎ子ども医療センター　古川理恵子先生）②救急関連（済生会横浜市東部病院　船曳知弘
先生）③Ai関連（千葉大学医学部附属病院Aiセンター　山本正二先生）を企画しております。市民公開
講座は、自治医科大学医療安全学教授の河野龍太郎先生、FM栃木アナウンサーの鹿島田千帆先生からご
講演をいただく予定であります。シンポジウムとして、治療・核医学・単純・造影・コンピュータ断層の
5部門から各県会員に発表していただき、会場を交えて討論していただく予定であります。

　県都の宇都宮市は、人口50万人で東京から90km、東京駅から東北新幹線で50分、スカイツリーの浅草
から100分の位置にあり、おなじみの「餃子」の消費量は宇都宮市が全国1位となっております。「ジャズ
の街」・「カクテルの街」・「サイクリングの街」としても有名で、ホテルのレンタサイクルで市内観光をす
るのもよし、昼に餃子を食べ、夜はカクテルを飲み、そしてジャズを聴くというのも（アリ）だと思いま
す。そして3連休の最後は、足を延ばして世界遺産「日光の社寺」や温泉地「鬼怒川温泉」、避暑地の「那
須高原」、陶芸の里「益子」など訪れてはいかがでしょう。

　開催時期の10月6日（土）～7日（日）は3連休となりますが、前の週は日本放射線技師会の全国学術大
会（名古屋市）があり、同じ週の木曜から土曜日は日本放射線技術学会の秋季学術大会が（東京）で開催
されるという非常にタイトな時期の開催となってしまいました。地方都市の宇都宮市には訪れる機会が少
ないと思いますので、学術的研究、職能団体の特長を生かした研究、全国大会の追加報告や若い方の登竜
門として、そして学生方々も演題を登録し、是非とも宇都宮市の大会に参加していただきますよう切にお
願い申し上げます。

　最後に、1題でも多くの演題発表と一人でも多くの皆さまに参加していただき、さらなる研鑽を積まれ
ますことを実行委員一同心より願っております。

平成24年3月吉日

平成24年度関東甲信越診療放射線技師学術大会

大会長　神　山　辰　彦
（社団法人　栃木県放射線技師会会長）

平成24年度　関東甲信越診療放射線技師学術大会開催にあたって
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大会テーマ　『日本の今、医療界の今、そして未来へ』

1 ．会　期：平成24年10月6日（土）～7日（日）
2．会　場：栃木県総合文化センター：JR宇都宮駅（約1,600m）・東武宇都宮駅（約700m）
　　　　　　　〒320-8530　栃木県宇都宮市本町1-8　 TEL：028-643-1000
　　　　 　　宇都宮東武ホテルグランデ（情報交換会）
　　　　　　　〒320-0033　栃木県宇都宮市本町5-12　TEL：028-627-0111
3 ．大会HP　http://www.tartnet.com/2012kantogakkai/index.html
4 ．主　催：公益社団法人日本診療放射線技師会
　　　　　　社団法人新潟県放射線技師会・社団法人栃木県放射線技師会
　　　　　　社団法人茨城県放射線技師会・社団法人群馬県放射線技師会
　　　　　　公益社団法人埼玉県診療放射線技師会
　　　　　　一般社団法人千葉県診療放射線技師会・公益社団法人東京都放射線技師会
　　　　　　社団法人神奈川県放射線技師会・社団法人山梨県放射線技師会
　　　　　　社団法人長野県放射線技師会
5．実　施：社団法人栃木県放射線技師会
6．後　援：栃木県・宇都宮市・下野新聞社・（社）栃木県看護協会
7．参加登録費：大会HP上で事前登録
　　　　　　3,000円（会員事前登録）、  5,000円（非会員事前登録）
　　　　　　5,000円（会員当日登録）、  7,000円（非会員当日登録）
　　　　　　1,000円（学生参加費：事前・当日登録）
8．情報交換会会費：大会HP上で事前登録
　　　　　　5,000円（会員事前登録）、  7,000円（非会員事前登録）
　　　　　　7,000円（会員当日登録）、 11,000円（非会員当日登録）
9．プログラム
　　　　　　特別講演・市民公開講座・教育セミナー・シンポジウム
　　　　　　一般研究発表・ランチョンセミナー・企業展示
　　大会会長　　神山　辰彦　　自治医科大学附属病院
　　実行委員長　野澤　幸二　　栃木県立がんセンター
　　大会事務局：〒320-0033　　栃木県宇都宮市本町12番11号　栃木会館2階
　　　　　　　　　　　　　　　社団法人　栃木県放射線技師会事務所
　　　　　　　　　　　　　　　TEL・FAX：028-625-7979
　　　　　　　　　　　　　　　URL：http://www.tartnet.com/
　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：tart@ce.mbn.or.jp

平成24年度　関東甲信越放射線技師学術大会
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平成24年度　MRI合同学術講演会
（第26回SAITAMA MRI Conference （SMC）/関東MR研究会）

謹啓
　時下ますますご清祥の段、誠にお慶び申し上げます。
　この度、平成22年度以来二度目となります、関東部会関東MR研究会と合同でMRI講演会を開催いたし
ます。実際の検査に必要な基礎知識から最先端の情報、臨床まで幅広く網羅した内容となっており、各分
野にご高名な先生に講演をしていただけます。ぜひ奮って皆様の参加をお待ちしております。

謹白
記

日　時：平成24年10月27日（土）　受付開始13：15～
会　場：大宮法科大学院大学　講堂
　　　　住所　埼玉県さいたま市大宮区桜木町4-33-13
　　　　交通のアクセスは、http://www.omiyalaw.ac.jp/をご覧ください
参加費：1,000円

プログラム
 総合司会　獨協医科大学越谷病院　放射線部　宿谷　俊郎
13：40　開会の挨拶
13：45～14：35 座長　群馬大学医学部付属病院　放射線部　氏田　浩一
1．いつまでも変わらない！撮像技術の基本
　　【知っている気になっていたMRの基礎、再考】
 講師　茨城県立医療大学 保健医療学部 放射線技術科学科　石森　佳幸先生

14：35～15：25
2．新味を求めて！最近の撮像技術
　　【再収束フリップ角可変高速スピンエコー法の基礎と臨床】
 講師　八重洲クリニック　米山　正己先生

15：40～16：40 座長　埼玉医科大学病院　中央放射線部　平野　雅弥
3．本質は臨床に直結する画像！
　　【関節MRI撮像のコツと主な病態】
 講師　埼玉医科大学　放射線科　教授　新津　守先生

16：40　閉会の挨拶

共催：SMC／関東MR研究会／バイエル薬品株式会社
本研究会は日本磁気共鳴専門技術者認定機構より認定を受けております。
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埼玉県診療放射線技師会・埼玉CTテクノロジーセミナー合同企画
「学会発表　―演者席に立つまでの道のり―」

～初心者からベテランまで超実践編～

日　時：平成24年10月28日（日）　13：30～17：00
場　所：済生会川口総合病院　3階　第一会議室
参加費：500円

プログラム

13：30～13：35　開会のご挨拶
 SCTT代表世話人挨拶　済生会川口総合病院 富田　博信

13：35～15：45　基礎編
　1．物理特性研究のコツ、ファントムの置き方～データの見せ方
 講師　メディカルスキャニング　　 小澤　昌則
　2．造影CT検査の研究デザインから最低限抑えておきたいデータの取扱い
 講師　埼玉医科大学総合医療センター　 中根　　淳

15：55～16：55　実践編
　演題登録から当日発表までの道のり。SARTからJRC、ECRまで
 　　～スライド作成や抄録作成のポイントまで～
 講師　済生会川口総合病院 富田　博信

16：55～17：00　閉会のご挨拶
 埼玉県診療放射線技師会常任理事
 　　　済生会川口総合病院　 富田　博信

共催：埼玉県診療放射線技師会
埼玉CTテクノロジーセミナー


